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日本語教師を対象にしたメンタルヘルス対策として
のコーチングの実践
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ずれの事例においてもストレッサーに対する認知や行
動の変化が見られた。
ストレス反応が緩和した事例について見てみると，
事例ＡとＢはいずれも20代で，学生との関わり方の
改善がコーチングの目標であった。教師の若年群とベ
テラン群との比較において，ベテラン群は若年群より
も授業指導を重視し，若年群は生徒との関わりを重視
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図２事例Ａ～Ｆのストレス反応得点の変化
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日本語教師を対象にしたメンタルヘルス対策としてのコーチングの実践
気持ちが変わり，以前より気軽に職場で人に話しかけ
られるようになった。このような積極的なコーピング
行動やストレッサーに対する認知の変化が，疲労感，
不安感，および身体愁訴の軽減につながったと考える。
さらに，事例Ｂにおいては休日に趣味の活動を再開
することにより，ストレス解消ができるようになった。
事例Ｄは家事の時間の削減だけでなく，家族にサポー
トを求める行動をおこしたことで，時間的余裕ができ
勉強に前向きに取り組むモチベーションが高まり，そ
れが疲労感を減少させたのではないだろうか。
一方，事例ＣとＥは介入後にストレス反応が低減
しなかった。事例Ｃについては，介入前のストレス
反応がいずれも「普通」以下であったことから，もと
もとのストレス反応がそれほど高くなかったため，さ
らにストレス反応が低減することがなかった可能性が
ある。事例Ｃの身体愁訴については，介入後にやや
高くなった。これは，数日前に手にケガを負ったこと
が原因の一つと考えられる。事例Ｅについては，イ
ライラ感が「普通」からやや高くなり，疲労感は介入
後もやや高いままであった。事例Ａ～ＤおよびＦは
仕事の後にコーチングを行ったが，事例Ｅは昼休み
の時間を利用して実施した。コーチングは通常の仕事
空間とは隔離された場所と時間の確保が望ましいこと
から(榎本，2005)，コーチングの前提条件が整わなかっ
たことも影響したと思われる。
ストレッサーに対する認知とコーピング行動につい
ては全ての参加者において効果的であった。例えば，
夜，趣味に熱中することに罪悪感を覚える理由(事例
C)や，子どもが学校のことをあまり話してくれない
ことにイライラする理由(事例Ｅ)に自ら気づくこと
で，家族との関係を見直す機会になった。このように，
参加者はコーチングで話すことによって自身のストレ
スの原因となっている問題を明確にすることができ
る。目標を達成するために新しい行動を実施し，実行
した結果についてコーチと共有することで，自らの考
えや行動を客観的に見ることができる(Palmer＆
Whybrow，2007)。
しかしながら，中園(2006)が調査したコーチングの
介入結果に関する88文献のうち，はっきりと成果が出
ているものは28文献だったことから分かるように，コー
チングを使えば確実に成果が出るとは言えない。それ
は，コーチの力量の均一化が難しいことや，コーチン
グがフィットする人とそうでない人がいることにも原
因がある(中園，2006)。本研究においても，コーチン
グ介入がストレス反応を緩和した事例と，緩和しなかっ
た事例があった。メンタルヘルスへの予防的対策とし
ての対面コーチングは，コーチング能力についての均
一化など客観的な判定が難しいだけでなく，一人が行
えるコーチングの人数には限界がある。今後は職場で
上司が行うコーチングだけでなく，同僚や仲間同士で
行うピアコー チング(Schwellnus＆Camahan，2014）
の導入の可能性を探る必要がある。
また，ストレス反応の測定尺度として本研究で使用
した職業性ストレス簡易調査票については，一般的な
労働者との比較はできるものの，一般的な教員との比
較はできない。伊藤(2000)によれば，小・中学校の教
師は仕事の達成感は得られているが，同僚や生徒との
人間関係上のストレスを感じている者が多い。日本語
教師のストレスの特徴を理解した上でメンタルヘルス
対策としてのコーチング介入を行うためには，日本語
教師のための職業性ストレス調査票の開発が必要であ
ろう。そして上司・同僚や学生との人間関係に加えて，
勤務時間(常勤講師か非常勤講師か)や経験年数，個人
のパーソナリティなどを加味しての調査が今後は必要
と考える。
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ApplicationofCoachingonMentalHealthCareofJapaneseLanguageIreachers
TERun血MATsuDA（GraduateSc〃ｏｏＺＱ/PSyc加Zogy,ＫｕｒｚＬｍｅＵ>zjUersj妙）
AKmATsuDA（Depa7､t77ze"ｔＱ／PSychoZogy,Ｋ”ｕｍｅＵ刀ijU〃sZty）
Abstract
Coachingisacommunicationskillthatsolvesclient，sproblemsandsupportsthemachievetheirgoals・This
studyaimstoclarifytheeffectsofcoachingonstressreduction，behavior，andcognitionagainststressors
amongsixJapaneselanguageteachers（henceforthparticipants)．Fortheevaluationofstressresponses，the
participantscompletedtheBriefJobStressQuestionnairebeforeandaftertheintervention,Ｔｈｅｒｅsultshowed
thatfourparticipantsreducedtheirstressresponses，ｗｈｅｒｅａｓｔｗｏｄｉｄｎｏｔ･Participantswerequestionedabout
thechangemtheircognitionandbehavior・Theresultsofcasestudiessuggestｅｄｔｈａｔａｌｌｏｆｔｈｅｍｈａｄｃｈａｎｇｅｄ
ｔｈｅｉｒCognitionandbehavioragajnststressorsaftertheintervention、Hence，itisestablishedthatcoachingis
beneficialforthementalhealthcareofJapaneselanguageteachers．
Keywords：coaching,Japaneselanguageteacher,theBriefJobStressQuestionnalre，mentalhealth
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